
　　　　

2025 年 2 月 25 日

・平日
・土曜・祝祭
日・長期休暇

14
10 時

00
00 分から

17
16 時

30
00 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

法人（事業所）理念
【企業理念】・縁を財産とし互いの才能を活かしあい必要とされるサービスを届ける。
【行動理念】・縁ある人に最善を尽くす。多様性を歓迎し違いを活かしたチームを作る。弱みは互いに補い合う。私たちのサービスを必要とする人を見つけて届ける。プロとして自覚を
　　　　　　　持ち、向上心を持ち続ける。人生や命に関わっていることを忘れない。

事業所名 重症心身障害児　放課後等デイサービスめろん 作成日支援プログラム（参考様式）

・お子様自身の得意な認知方法を活かして物事を理解したり社会のルールやマナーを学んでいけるようにします。
・お子様自身が自分のやりたいこと、やりたくないこと、を思うように伝えられるような雰囲気、環境づくりをおこなっていきます。

・お子様自身が伝えようと表出してくれているサイン、言語だけでなく表情、視線、全身の動き、などを見落とさないようにお子様お一人お一人の理解を深めていけるよう努めてまいりま
す。
・お子様同士の交流の際には、スタッフも間に入りながら、お互いの思いを理解していけるよう支援していきます。

・お子様にとってご家族、病院の先生、学校の先生、以外の大人、であることが多いデイサービスのスタッフとコミュニケーションを取ることで他者への興味を持つきっかけを作っていけ
るよう支援していきます。
・集団活動の場で約束事やルール、マナーを守り、お友達と協力して活動や作業に取り組んだり、集団の中での自分の役割を理解し活動に参加する機会をもつこと等により社会性や対人関
係を促していきます。

支援方針

・お子様とスタッフが楽しみや安らぎを共有できる雰囲気の中で、お子様が安心して安全に過ごせ、自ら好きなことを選び自分らしさを発揮していけるよう支援していきます。
・ご家族様の困りごとに寄り添い共に考えていき、ご家族様の身近な存在となれるよう努めてまいります。
・より良いサービス提供を実施するため、ご家族様はもとより、学校や自治体、地域の保健・医療・福祉サービスとも連携を図ってまいります。

営業時間 送迎実施の有無

主な行事等

・四季に応じて事業所内で季節イベントや年中行事や外出を実施したり、全拠点オンラインでつながってのゲーム大会やスポーツ大会を実施していきます。

（別添資料１）

家族支援

・育児負担軽減のため空き状況の提供や臨時受入れを柔軟に対応していきます。
・利用されるお子様のご家族との面談を通し子育てに関する困りごと、ご兄弟が
抱える悩みや不安への相談援助を行います。
・定期的に保護者会を実施し、保護者様同士がお話しできる機会の提供も行いま
す。

移行支援

・進路先との情報共有・連携を行っていきます。
・相談支援事業所やお子様自身、ご家族様の意向等について、進路先への
連絡調整も行っていきます。

地域支援・地域連携

・地域の相談支援事業所、学校、通所支援事業所、自治会、などと連携し交流を
通して地域の活性化や認知度の向上に寄与していきます。
・必要に応じて関係機関とお子様の病気、症状などを情報連携し、緊急時の対応
の確認といった情報共有を目的とした会議を定期的に開催します。

職員の質の向上

・医療処置に関する勉強会、胃ろうや発作など、の実施や事例検討研修、
職種ごとの研修、虐待研修、感染症対策研修の実施を通してスタッフのス
キルや知識の向上のための教育を行っていきます。

支　援　内　容

・お子様の健康状態を把握し、ご家庭や学校と連携を図りながら日常生活や身体状態の維持・向上につながる支援を行います。
・医療的ケアを必要とされるお子様には主治医やご家族の指示の下適切な処置が行え、看護師だけでなくスタッフ全員が緊急時の対応もしっかり把握しお子様が安全に安心して過ごしてい
けるよう環境を整え支援していきます。
・デイサービスを利用することによりお子様の生活リズムを作れるように支援します。
・お子様に合わせた介助を実施することによりお子様自身の安楽な姿勢が保持でき、食事・排泄の時間、回数、量の把握を行うことにより、より細かくお子様を理解し、お子様が安全に安
心して過ごしてもらえるよう支援していきます。

・療育活動を通し、保有する視覚、聴覚、触覚、嗅覚、等の感覚を十分活用できるよう様々な刺激を経験し、外界から刺激を受けることに慣れることにより様々なことに挑戦していける機
会を作っていきます。
・今できている動きを継続していけるよう、多岐にわたる活動プログラムを実施していきます。
・PT、OT、ST等による身体的なアプローチを実施し、身体機能の維持・向上に務めていきます。
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人
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